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校外学習、全て予定通り 

実施できました 

11月12日（金）に最後に残っていた6年生の校外

学習、「奈良公園・大阪城」も無事に予定通り実施するこ

とができました。コロナ禍で計画を見直した面もありま

したが、その後は予定通りの校外学習を全て実施するこ

とができました。ご理解とご協力、ありがとうございま

した。 

 ＰＴＡ活動に対して、表彰状をいただきました 

11月19日（金）、東京のホテルニューオータニ『鶴の間』にて、公益社団法人 日本ＰＴＡ全国協議会 会

長 清水敬介 氏より、ＰＴＡ活動に対して、表彰状をいただきました。1000人を超える人が集える会場で、末

松文部科学大臣も臨席されていました。表彰に際して、本校ＰＴＡの活動について、以下のように報告しました。 

http://hhigashi@town.aisho.lg.jp


〔活動目標に『子どもたちの笑顔のためにみんなが連携し、活力あるＰＴＡ活動をしよう』～親子でつくる秦荘東小学校の

文化～を掲げ、喫緊の課題である子どもたちのメディアへの接し方にスポットを当て、秦荘東小学校の文化として、よい習

慣を創り出せないか活動に取り組んでいる。中でも、研修・人権教育推進部の取組として、 例年、研修・人権教育推進部

員が知恵を絞り、人権を中心として子育てに関して参考となる内容を吟味し、時代のニーズに応じた講師を招聘している。

昨年度はコロナ禍で実施を見送らざるを得なかったが、一昨年度は演題『落語から見る人権・子育て講演会』と題して、本

校の卒業生で目加田出身の月亭希遊氏を講師に迎えての教育講演会を実施した。プロの落語家の話術と、本校の卒業

生という親近感もあり、食い入るように話に聞き入ることができ、あっという間の講演会であった。担当となった研修・人権教

育推進部員が研修テーマの設定や講師の依頼に至るまでを担当し、毎年保護者も研修を楽しみにしている。子どもたち

の学習参観日に合わせて設定し、参観とともに子育てについて学んでいる。〕 

これまで、脈々と受け継がれてきた本校ＰＴＡの活動に対して表彰頂けたものと思います。今後も子どもたちの

ため、そして、私たち自身の成長のためにも、ＰＴＡの活動に励んでいきたいと思います。 

やまいもの収穫 

4年生が5月11日（火）に【秦荘やまいも振興会】の皆様のご指導のもと、初めて植えたやまいもを、11月

19日（金）に、また【秦荘やまいも振興会】さんをお迎えして収穫しました。やまいものつるがすっかり枯れて

しまって、本当にいもができているかどきどきしながらの収穫となりましたが、NHKをはじめ新聞社などの報道

機関の取材も受けながら無事収穫できました。町のから栽培用の大きめの鉢やつるをはわす支柱などを準備いただ

き、貴重な種芋の提供もいただきながらの栽培でしたが、愛荘町の特産にふれるよい機会となりました。来年度も

引き続き栽培していきたいと思っています。当日、子どもたちには、【秦荘やまいも振興会】の皆さんが栽培され

た立派なやまいもを一つずつプレゼントしてくださいました。自分たちで栽培したいもと、いただいたいもで、地

域の味を堪能することができました。貴重な体験をさせていただき、ありがとうございました。 

令和３年度 全国学力・学習状況調査 結果、考察および対策について 

広報あいしょうの１２月号で、標題の件について、詳しく掲載されました。同じものですが、学校のホームペー

ジにも掲載しますので、ぜひご覧ください。今月末、３年生以上で「自主学習チャレンジウィーク」として集中し

て自主学習をする期間を設定しました。子どもたちの頑張りを学年通信や学級通信で目にしていただいていること

と思います。各学年からは、1学期よりも学習の内容と量ともに充実してきていると聞いています。こうした取り

組みをきっかけに、ＰＴＡの活動目標にも掲げている、喫緊の課題である子どもたちのメディアへの接し方にスポット

を当て、秦荘東小学校の文化として、よい習慣を創り出せないかという『親子でつくる秦荘東小学校の文化』について、

話し合っていただき、子どもたちを導いていただければと願っています。広報でも指摘されていますが、やはり大

きな課題は、メディアに取られている時間をいかに学習に取り戻すかです。子どもたちの脳の前頭前野を、成長著

しい今、しっかりと育てることが大切です。学校では、引き続き自主学習の充実に向けて、取り組んでいきます。 

黄色の帽子の選択について（お知らせ） 

令和4年度の新入生から、性の多様性を尊重する観点から、子ども

たちがかぶっている黄色の帽子をハット型のものかキャップ型のもの

かを選択して頂くことになりました。現在本校に在籍している子ども

たちにつきましても、今後ハット型のものか、キャップ型のものか、

ご自由に選択してかぶっていただいてもかまいません。東出の【ファ

ッションプラザ なかた】さんで取り扱ってくださっていますので、

ご自由に選択ください。 


